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沖縄産飼料 の成分 調査 ⅠⅠ

松 田 祐 一*

YuichiMATSUDA:Compositionoffeedstu飽producedinOkinawa.ⅠⅠ.

沖縄産飼料の一般成分については,前に報告1)したが,その後に行なった分析結果について報告す

る｡

分析に用いた飼料中,甘庶梢頭部は,現在,沖縄で最も多く栽培されている品種 NCo310の梢頭

部を用いた｡甘庶の収穫期は,普通,12月から翌年 4月までであるが,この期間は,家畜に給与す

る青草のもっとも少い時期に当るので,甘庶梢頭部は,冬季の牛馬用粗飼料として,広く利用せられ

ている｡この梢頭部は,収穫後,直ちに投与せられるほかに,数日あるいは1週間位,堆積保存して

投与せられることもあるので,本調査では,出棺前に収穫した場合の梢頭部,出穂後に収穫したもの,

および1週間堆積保存したものについて,材料を採取分析を行なった｡1週間堆積保存したものは,

家畜が好まない枯葉は除去して,青い部分を分析材料に用いた｡

ススキ,チガヤ,ハイキビは,沖縄全土の山野に,広く自生し,春夏の候には,成育が早く,牛馬

の粗飼料として一般に用いられているが,分析に用いたススキは,高さ,60-100em,チガヤは,高

さ,55-70cm の,やや硬化したものであったが,これを乳牛に投与しても,残すことなく全部食い

尽す程度のものであった｡-イキビは,高さ,40-70cm の,出穂前のものであった｡

ローズグラスは,農場に栽培された出穂初のもので,乳牛は,好んで,これを食した｡

クズは,琉球大学構内に自生しているものと,尾部村の原野に自生しているものを,7月に採取し,

分析したが,両者の間に成分差は,ほとんど,みとめられなかった｡

ッルソバ,ハルノノゲシは,大学構内に自生していたもの,レンゲソウは,琉球農業試験場名護支

場の水田裏作に栽培されたもので,開花初の若いものを用いたo

材料の採取,調製および分析方法は,農業技術研究所発行の飼料分析法4'によって行なった｡

分析結果は,Tablelのとおりである｡
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Resume

In Okinawa, sugar cane tops and wild grasses are generally used as green roughages for

.cattle and horses. The author analyzed the composition of these feeding stuffs.

The results are shown in table. 1.


